第２回大学設置準備委員会での意見
１　市立大学の基本的な理念について

  ○ 理念の考え方について

・教育学部と現代教養学部とで別々の人物像の前に，大学として共通して育成する人物像の言葉が必要

○ 文理融合について
・総合科学の本質を次の世代に教育するということは，成熟した社会における将来の大学としては大変に望ましい

・総合科学に，人文科学・社会科学・自然科学とともに「工学」が併記されており，違和感がある
・「工学」という言葉には知識だけ学ぶのではなく，具体的なものをどう作り上げていくかということを考えながら知識を学ぶ必要があるという意味を込めている

・「工学」にはアートやデザインという意味合いも含まれるため，「芸術」を追記するべきと考える
・「総合科学」とは，「サスティナビリティ・サイエンス」のことであり，「総合科学の創造」と「持続可能性」を判り易くするため，両方を併記してはどうか
・文系と理系の分野で総合的に人間学を深め，基本的な人間観を１つにまとめることができれば，様々な方向の学問を深化させることができるのではないか

２　教育課程等について

○ 教育目標について

・ゼネラリストを育成するには，この規模の大学では難しいので，実務者・職業人を養成すると示してはどうか

・四年制で２つの専門を持つのならば，地域おこしなどの１つの目的に限定して教育研究し，そこから具体的に横に広げていく教育方法が良いのではないか
・日本の地域以外にも海外，途上国のまちづくりも含む新しい地域づくりに活躍できる専門的職業人を養成するというような形で明確にする

・現在は，学問が細分化される中で，総合的な力を持ったゼネラリストの育成が求められており，将来，ゼネラリストとして活躍できる人材を育成することは大切である

・職業人という表現では，会社の中で働く人材だけを育成するものと思われ，専門学校と変わらなくなる
・ゼネラリストという表現は，再度の検討とする

○ 教育課程について
・下から１個１個知識を積み重ねていく横型の教養教育ではなく，その領域の全部を教えずに，要点を的確に教える縦型の教養教育の方法がこの構想にはふさわしい

・今まで理解できなかったことがこんなにも易しかったのかというような実感，イメージを抱ける教育が教養課程では重要になる

・なぜ人が集まり，資源をどう開発して，どのように都市が発展・衰退したかという都市の歴史を学ぶことも必要である

・過去に人間が経験してきた物事と時間の流れ，全体的な時系列の入ったシナリオが理解できるような映像の授業を取り入れるなどの工夫をする
・学生が疑問を持ったことを一緒にデータを集めながら考え，自ら学習するというスタイルが重要であり，少人数のゼミ形式がよい

・自分の中に動機を持って勉強を始めることが重要であり，学問上の仮想的なものを相手にするのではなく，学生が体験できる実物，実際にある現象からスタートするというのが望ましい

・教職科目の必須となる「日本国憲法」，「体育」，「外国語コミュニケーション」，「情報処理」などは学部共通の教養科目とする必要がある
・外国語コミュニケーションでは言葉を通した国際理解教育を行う必要がある

・理系科目では，実験が組み込まれた概論レベルの科目を設け，自然科学などの本質的な理解と，理科が面白いと感ずる内容の科目設定が望まれる
・具体的なカリキュラムの科目，その範囲を書き出しておくことが必要である
・大学の勉強に入る前に高校からの繋ぎの教育（リメディアル教育，補習教育）をやるというのは前提にする必要がある

・学生にもプライドがあるので，ただ単に高校教育の補習を行うのではなく工夫が必要となる
・語学は外国語だけでなく，日本語の教育も重要である

○ 大学院について
・通常の学年進行の考え方にとらわれず，大学院の体制整備が完了した時点で開設してはどうか
・２０１５年（平成２７年）４月（開学時から４年後）の開設が望ましい

・２学部にそれぞれ１研究科（修士課程）を設置する必要がある

・複数の大学が協力して教育研究を行う研究科（連合研究科）を設置する方法もある
３ 施設設備について 

○ 設置場所について
・大学（キャンパス）は都心回帰の傾向にあり，学生には勉学以外の活動し易さも重要であり，非常に好ましい場所である

・ヨーロッパの大学は町の中にあってここが大学の建物とわからないのが普通であり，そういう形で溶け込んでいく，地区一体となっていくということが大事
・学生は多様な社会を見て育つことが重要であり，繁華街にこだわる必要はない

・若干土地が狭いので，短大の跡地を含めた土地利用に工夫が必要である

・大学が町の中にあり若者が中心部に居ることは，学生だけでなく社会の側から見ても地域の活性化が期待できるため効果がある
・社会人の生涯教育などを考える時には交通の便が重要になる。
・生涯教育の場として機能している公共施設が近くに多く，それらと一緒になって地域への還元などをしていくことができるすばらしい立地条件に恵まれている
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